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中学生が町政を問う
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中学生が町政を問う

　
町
の
将
来
を
担
う
中
学
生
が
、

議
会
運
営
に
つ
い
て
体
験
す
る

と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

関
心
を
深
め
る
こ
と
を
趣
旨
と

し
た
模
擬
議
会
を
令
和
２
年
２

月
６
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

第
Ⅰ
部　
齋
藤　
叶
翔　
議
長

第
Ⅱ
部　
牛
澤　
拓
真　
議
長

第
Ⅰ
部　
佐
藤　
遥
菜　
議
員

相
談
役
：
桒
原
な
の
は　
議
員

　
　
　
　
安
達　
蘭
望　
議
員

観
光
交
流
人
口
の
拡
大
は

問　
観
光
客
の
宿
泊
施
設
が
少

な
い
。
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
自
然
が
綺
麗
な
丸
森
町
で
も

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
。
綺
麗
に

な
れ
ば
訪
れ
る
人
も
気
持
ち
良

い
の
で
は
な
い
か
。
観
光
に
力

を
入
れ
る
計
画
は
あ
る
か
。

答　
あ
ぶ
く
ま
荘
や
温
泉
な
ど

宿
泊
施
設
は
あ
る
が
多
く
は
な

い
の
で
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
美
し
い
自
然
環
境
を
行
政
と

町
民
が
一
緒
に
守
れ
る
よ
う
努

め
る
。
外
国
人
観
光
客
誘
致
事

業
に
も
力
を
入
れ
観
光
交
流
人

口
拡
大
を
図
る
。

令和元年度　未来の丸森を語る丸森中学校模擬議会
２年生87名と議員・町長・教育長が議会に臨む
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第
Ⅰ
部　
和
田　
陽
翔　
議
員

相
談
役
：
森　
悠
乃
介　
議
員

超
高
齢
社
会
と
空
き
家
対
策
は

問　
お
年
寄
り
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
巡
回
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
は
ど
う
か
。
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
を
問
う
。

　
何
年
も
放
置
さ
れ
た
空
き
家

は
火
事
な
ど
安
全
面
で
心
配
だ
。

有
効
活
用
す
る
な
ど
の
対
策
は

考
え
て
い
る
の
か
。

答　
巡
回
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
区

長
や
民
生
委
員
の
定
期
的
訪
問

な
ど
で
緊
急
時
に
対
応
す
る
仕

組
み
を
作
っ
て
い
る
。

　
空
き
家
対
策
の
一
環
と
し
て

店
舗
と
住
宅
の
再
利
用
を
進
め

て
い
る
。
今
後
も
利
用
を
進
め

空
き
家
解
消
を
図
る
。

第
Ⅰ
部　
本
田　
優
衣　
議
員

相
談
役
：
星　
こ
は
る　
議
員

若
者
の
定
住
対
策
は

問　
丸
森
町
内
は
働
く
場
所
が

少
な
い
と
感
じ
る
。

　
仕
事
を
求
め
て
町
外
に
出
て

行
っ
て
し
ま
い
過
疎
化
の
一
途

を
た
ど
る
の
で
は
な
い
か
。
若

者
の
働
く
場
の
確
保
策
は
。

答　
工
場
を
建
て
た
い
会
社
に

応
え
る
よ
う
に
工
場
団
地
を
作

り
会
社
進
出
に
備
え
る
。
工
場

誘
致
に
加
え
若
者
に
住
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
ア
パ
ー
ト
を
建

設
し
て
、
保
育
料
や
医
療
費
の

無
料
化
な
ど
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
も
進
め
て
き
た
。

　
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
町

づ
く
り
に
向
け
取
り
組
む
。

第
Ⅱ
部　
小
野　
玲
弥　
議
員

相
談
役
：
高
橋　
英
隆　
議
員

台
風
第
19
号
の
被
害
対
策
は

問　
町
中
心
部
が
浸
水
し
た
た

め
に
、
機
能
不
全
に
陥
り
、
復

旧
の
足
取
り
が
遅
く
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
浸
水
対
策
と
復

興
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、
防
災
で
私
た
ち
中
学

生
に
で
き
る
事
は
何
か
。

答　
想
定
外
の
雨
量
で
内
水
が

中
心
部
に
集
ま
り
、
ポ
ン
プ
も

水
没
し
大
き
な
被
害
が
出
た
。

国
・
県
と
連
携
し
排
水
能
力
の

高
い
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
な
ど

内
水
対
策
に
万
全
を
期
す
。
住

宅
の
再
建
な
ど
５
年
間
の
計
画

で
復
興
を
目
指
す
。

　
皆
さ
ん
も
地
域
の
一
員
と
し

て
防
災
の
担
い
手
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

第
Ⅱ
部　
飛
田　
耀
人　
議
員

相
談
役
：
八
巻　
琉
睦　
議
員

学
校
教
育
の
充
実
を

問　
部
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
に
野
球
部
で
防
球
ネ
ッ

ト
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は

屋
外
用
の
簡
易
ゴ
ー
ル
の
設
置

を
要
望
し
て
い
る
が
ま
だ
設
置

さ
れ
て
い
な
い
。
設
置
予
定
は

あ
る
の
か
。

　
学
校
施
設
を
整
備
す
る
予
算

は
ど
う
割
り
振
る
の
か
。

答　
要
望
は
、
ま
ず
現
地
調
査

を
し
て
、
期
待
に
ど
の
よ
う
に

添
え
る
か
話
し
合
っ
て
い
く
。

　
予
算
は
教
育
委
員
会
が
重
要

度
や
必
要
性
を
検
討
し
た
上
で

企
画
財
政
課
に
予
算
要
求
し
町

長
が
議
会
に
諮
り
、
議
会
で
認

め
ら
れ
る
と
予
算
が
成
立
す
る
。

第
Ⅱ
部　
八
巻　
美
　々
議
員

相
談
役
：
八
巻　
結
花　
議
員

町
の
少
子
化
対
策
は

問　
少
子
化
に
よ
る
小
学
校
の

合
併
も
心
配
だ
。
幼
稚
園
児
や

学
生
た
ち
が
町
に
集
ま
る
遊
べ

る
場
所
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
で
若
者
も
増
え
、
少
子
化

も
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
不
動
尊
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た

遊
び
場
の
充
実
に
取
り
組
む
。

現
在
開
催
し
て
い
る
、
山
の
子

キ
ャ
ン
プ
や
齋
理
幻
夜
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
毎
年
工
夫
を
凝
ら

し
て
丸
森
大
好
き
人
を
育
て
る

と
と
も
に
、
住
み
続
け
る
若
者

を
増
や
し
た
い
。
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本
格
復
興
へ
の
第
一
歩

３
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

　
３
月
議
会
定
例
会
は
、
３

月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
15
日

間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
令
和
２
年
度

各
種
会
計
当
初
予
算
を
は
じ

め
、
丸
森
町
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
条
例
制
定
、
丸
森
町
病

院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
、
丸
森
町

敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
改
正

等
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
新
年
度
予
算
は
、
議
長
を

除
く
全
議
員
に
よ
る
予
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
な
ど
７
つ
の
特

別
会
計
と
、
２
つ
の
企
業
会

計
合
わ
せ
て
10
件
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
議
案
に
つ
い

て
も
審
議
の
結
果
、
町
長
提

案
の
と
お
り
、
す
べ
て
可
決

し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
８
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
、
小
学
校
の
再

編
統
合
、
丸
森
病
院
の
今
後

等
に
つ
い
て
、
議
員
自
ら
の

考
え
を
交
え
、
町
長
の
考
え

を
た
だ
す
な
ど
、
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
に
は
、
新
年

度
各
種
会
計
予
算
に
関
す
る

要
望
を
議
員
発
議
で
提
案
し

ま
し
た
。

条
例
制
定

指
定
管
理

丸
森
町
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
現
在
の
一
般
病
床
55
床
・
療

養
病
床
35
床
を
、
一
般
病
床
17

床
・
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
（
在

宅
復
帰
に
向
け
て
リ
ハ
ビ
リ
等

を
行
う
病
床
）
38
床
・
療
養
病

床
35
床
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
と
と
も
に
、
病
院
経
営
の
安

定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
改

正
し
た
も
の
で
す
。

丸
森
町
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
条
例

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
※
に

よ
っ
て
町
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附

金
を
積
み
立
て
る
た
め
、
丸
森

町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
設
置

を
承
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
附
金
を
復
旧
・
復
興

事
業
に
活
用
し
、
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

制
定
さ
れ
た
条
例
で
す
。

指
定
管
理
者
は
継
続

〇
黒
佐
野
堆
肥
セ
ン
タ
ー

黒
佐
野
地
区
有
機
利
用
組
合

指
定
期
間
：
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
５
年
間

〇
不
動
尊
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

丸
森
町
不
動
尊
市
民
農
園
管

理
組
合

指
定
期
間
：
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
５
年
間

〇
筆
甫
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

筆
甫
体
験
農
園
管
理
組
合

指
定
期
間
：
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
５
年
間

〇
丸
森
町
筆
甫
そ
ば
打
ち
体
験
館

筆
甫
地
区
振
興
連
絡
協
議
会

指
定
期
間
：
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
５
年
間

丸
森
町
敬
老
祝
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
将
来
の
現
役
世
代
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
、
88
歳
の
祝
金
を

年
額
２
万
円
か
ら
１
万
円
に
、

99
歳
の
祝
金
を
年
額
30
万
円
か

ら
10
万
円
に
改
め
る
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

※
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　
国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団

体
の
地
方
創
生
に
係
る
事
業
に

対
し
て
企
業
が
寄
附
を
行
っ
た

場
合
に
、
法
人
税
等
か
ら
税
額

が
控
除
さ
れ
る
と
い
う
、
企
業

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度
で

す
。
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病院からの帰りにも重宝している「あし丸くん」

有害鳥獣の猪などをおがくずと混ぜて分解する装置

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
に

４
３
５
３
万
円

　
お
が
く
ず
を
利
用
し
て
、
駆

除
し
た
有
害
鳥
獣
を
水
と
二
酸

化
炭
素
に
分
解
す
る
施
設
を
新

設
す
る
予
算
で
す
。

　
駆
除
隊
員
の
負
担
に
な
っ
て

い
た
有
害
鳥
獣
の
処
分
を
容
易

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
捕
獲
効

率
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
内
に

運
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

被
災
者
見
守
り
・
相
談

支
援
に

１
６
０
２
万
円

　
応
急
仮
設
住
宅
等
に
入
居
し

た
被
災
者
の
孤
立
防
止
等
の
た

め
の
見
守
り
・
相
談
支
援
を
行

う
た
め
の
予
算
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
さ
れ
、
５
人
の
生
活

支
援
相
談
員
が
被
災
者
の
生
活

を
支
援
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

１
億
４
０
５
８
万
円

　
こ
れ
ま
で
の
地
域
活
性
化
を

図
る
各
種
事
業
へ
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
併
せ
、
台
風
災
害

か
ら
の
早
期
復
旧
に
向
け
た

「
復
興
支
援
型
」
の
協
力
隊
を

導
入
し
ま
す
。

　
ま
た
、
任
期
終
了
後
の
隊
員

の
定
住
定
着
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
継
続
や
、
起
業
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

企
業
会
計
予
算

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

２
３
９
億
４
３
０
０
万
円
で
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
１
４
９
億

４
９
０
０
万
円
、１
６
６
．２
％

の
増
と
な
り
、
台
風
災
害
の
影

響
で
前
年
度
を
大
幅
に
上
回
り

ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な

ど
７
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
総

額

41
億
６
５
０
０
万
円

病
院
事
業
会
計

15
億　
２
０
４
万
円

水
道
事
業
会
計

６
億
９
５
７
２
万
円

※
予
算
額
は
収
益
的
支
出
及
び

資
本
的
支
出
の
合
計
額

令
和
２
年
度
の

各
種
会
計
予
算
は

総
合
交
通
対
策
に

６
２
９
６
万
円

　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

（
あ
し
丸
く
ん
）、
町
民
バ
ス
な

ど
に
よ
り
、
住
民
の
交
通
手
段

を
確
保
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

　

災
害
に
よ
り
一
部
不
通
と

な
っ
て
い
る
路
線
に
つ
い
て
も
、

業
者
と
確
認
・
連
携
を
し
な
が

ら
今
後
安
全
な
運
行
を
し
て
い

く
予
定
で
す
。
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農
業
施
設
災
害
復
旧

１
８
８
億
４
０
５
６
万
円

　
農
地
や
農
道
、
用
排
水
路
な

ど
の
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
の

予
算
で
す
。

林
業
施
設
災
害
復
旧

27
億
７
８
８
２
万
円

　
林
道
鷲
ノ
平
線
や
内
山
線
な

ど
の
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
の

予
算
で
す
。

公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧

１
億
５
６
４
７
万
円

　
金
山
・
筆
甫
・
耕
野
小
学
校
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
復
旧
工
事
を

行
う
た
め
の
予
算
で
す
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

１
１
６
億
７
０
３
万
円

　
町
道
や
河
川
な
ど
の
復
旧
工

事
を
行
う
た
め
の
予
算
で
す
。

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
補
助
金

７
億
２
１
５
６
万
円

　
被
害
を
受
け
た
農
産
物
の
生

産
に
必
要
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
購
入
を

支
援
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

災
害
廃
棄
物
処
理

77
億
８
３
７
５
万
円

　
災
害
で
大
量
に
発
生
し
た
廃

棄
物
の
処
理
費
用
で
す
。

　
被
災
者
の
申
請
に
よ
り
町
が

行
う
、
被
災
家
屋
等
の
解
体
費

や
宅
地
の
土
砂
払
い
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
当
初
予
算
１
６

２
億
７
６
０
１
万
円
及
び
令
和

元
年
度
一
般
会
計
予
算
の
繰
越

明
許
費
２
６
４
億
８
０
８
９
万

円
を
合
わ
せ
て
、
総
額
４
２
７

億
５
６
９
０
万
円
の
歳
出
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
で
は
、

公
共
下
水
道
事
業
で
４
億
６
５

２
６
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事

業
で
８
５
０
０
万
円
の
歳
出
、

企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
で

１
４
１
０
万
円
の
支
出
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度 

災
害
復
旧
に
４
３
３
億
円

令
和
２
年
度

台
風
第
19
号
関
連
予
算

補助で導入したコンバイン

令和２年度台風第19号関連予算（２年度・元年度繰越予算）
一般会計

予算項目名称 令和２年度予算 元年度繰越予算 合計額
復 興 推 進 費 3億  971万円 3億  971万円
災 害 救 助 費 1,567万円 1億1,262万円 1億2,829万円
清 掃 総 務 費 82億1,446万円 82億1,446万円
農 業 振 興 費 7億2,156万円 7億2,156万円
農 業 施 設 災 害 復 旧 費 94億2,002万円 94億2,054万円 188億4,056万円
林 業 施 設 災 害 復 旧 費 12億6,258万円 15億1,624万円 27億7,882万円
公共土木施設災害復旧費 52億6,803万円 63億3,900万円 116億  703万円
公立学校施設災害復旧費 1億5,647万円 1億5,647万円

計 162億7,601万円 264億8,089万円 427億5,690万円

特別会計
公 共 下 水 道 事 業 4億6,526万円 4億6,526万円
農 業 集 落 排 水 事 業 8,500万円 8,500万円

計 5億5,026万円 5億5,026万円

合計 162億7,601万円 270億3,115万円 433億  716万円
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会　　計　　名 令和２年度 令和元年度 伸び率
一　 般 　会　 計 ２３９億４, ３００万円 ８９億９, ４００万円 166.2％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 １６億　 ７２０万円 １６億２, ９３０万円 ▲ 1.4％
後期高齢者医療 １億７, ２４０万円 １億７, ２１０万円 0.2％
介 護 保 険 １９億９, ７２０万円 １９億７, ２８０万円 1.2％
宅 地 造 成 事 業 １, ９２０万円 ２, ３７０万円 ▲ 19.0％
公共下水道事業 ２億７, ９８０万円 ４億６, ３１０万円 ▲ 39.6％
工場団地造成事業 ３０万円 ３０万円 0.0％
農業集落排水事業 ８, ８９０万円 １億　 ２００万円 ▲ 12.8％

小　　　　計 ４１億６, ５００万円 ４３億６, ３３０万円 ▲ 4.5％
計 ２８１億　 ８００万円 １３３億５, ７３０万円 110.4％

病院事業会計
　収　益　的　支　出
　資　本　的　支　出

１２億７, ８４１万円
２億２, ３６３万円

１３億３, ２７７万円
５億９, ９９９万円

▲ 4.1％
▲ 62.7％

水道事業会計
　収　益　的　支　出
　資　本　的　支　出

３億６, ２０１万円
３億３, ３７１万円

３億５, ９１１万円
４億４, ９２７万円

0.8％
▲ 25.7％

※収益的支出とは、人件費や材料費など業務運営に係る支出。
※資本的支出とは、工事費や過去の建設工事のために借り入れたお金の返済など財産に係る支出。

各
種
会
計当

初
予
算
額
の
比
較
（
支
出
）

地方交付税
16％

町税
5％

町債（借金）
7％  

国庫支出金
64％

県支出金 3％
繰入金 2％

繰出金 4％その他
3％ 人件費

6％
普通建設
事業費
1％補助費

9％

扶助費 3％

物件費
5％

災害復旧事業費
67％

公債費
（借金返済）
4％

その他 1％

歳 出歳 入

町　　　税 12億2,061万円
地方交付税 37億6,000万円
町債（借金） 15億8,340万円
国庫支出金 153億1,119万円
県 支 出 金 6億9,197万円
繰　入　金 5億6,520万円
そ　の　他 8億1,063万円
　　計	 239億4,300万円

人　件　費 13億7,056万円
扶　助　費 6億7,377万円
補　助　費 21億5,333万円
普通建設事業費 2億8,885万円
公債費（借金返済） 8億8,220万円
物　件　費 12億5,964万円
災害復旧事業費 161億　185万円
繰　出　金 9億5,873万円
そ　の　他 2億5,407万円
　　計	 239億4,300万円

令和２年度

一般会計予算はこうなりました
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　会期中４日間にわたり、
町長、副町長及び担当課
長等の出席を求め、令和
２年度の予算審査を行い
ました。
　質疑の一部を要約して
お知らせします。

新
年
度
予
算

予
算
審
査
特
別
委
員
会

できます、コンビニ収納

収
納
率
向
上
の
取
組
み
は

問　
納
税
貯
蓄
組
合
の
組
織
率

が
低
下
傾
向
に
あ
る
中
、
町

税
等
の
収
納
率
を
高
め
る
た

め
の
対
策
は
。

答　
今
後
は
、
便
利
な
口
座
振

替
や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
を

積
極
的
に
推
進
し
、
収
納
率

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

地
域
防
災
力
の
充
実
は

問　
自
主
防
災
組
織
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
地
域
防
災
力
の

充
実
・
強
化
に
つ
な
が
る
若

年
層
の
参
加
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

答　
全
町
民
の
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
若
い

世
代
が
組
織
に
参
加
す
る
よ

う
、
さ
ら
に
声
掛
け
を
進
め

て
い
く
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

は
。

答　
企
業
か
ら
多
く
の
寄
附
を

募
る
た
め
、
町
長
が
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
ほ
か
、
職

員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
全
員
が

宣
伝
マ
ン
と
な
り
Ｐ
Ｒ
を
進

め
て
い
く
。

大
型
予
算
ど
う
こ
な
す

問　
令
和
元
年
度
か
ら
の
繰
越

事
業
と
、
２
年
度
予
算
で
４

３
３
億
円
を
超
す
事
業
だ
。

職
員
不
足
対
応
は
ど
う
す
る
。

答　
他
自
治
体
職
員
の
派
遣
要

請
と
、
１
年
任
期
職
員
の
採

用
な
ど
で
職
員
を
増
員
す
る

予
定
で
あ
る
。
外
注
で
き
る

も
の
は
委
託
で
進
め
る
考
え

だ
。

検証
３
月
10
日

一
般
会
計
・
歳
入
、
商
工
観

光
課
、
町
民
税
務
課
、
総
務

課
・
選
挙
管
理
委
員
会
、
議

会
事
務
局

３
月
11
日

企
画
財
政
課
、
子
育
て
定
住

推
進
課
、
保
健
福
祉
課
、
復

興
推
進
室

３
月
12
日

建
設
課
、
災
害
復
旧
対
策
室
、

災
害
廃
棄
物
対
策
室

３
月
13
日

農
林
課
、
農
業
委
員
会
、
学

校
教
育
課
、
生
涯
学
習
課
、

丸
森
病
院

予
算
審
査
日
程
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甘みと酸味のバランスが良く美味しい「にこにこベリー」

公費解体が始まった被災家屋

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
は

問　

昨
年
は
台
風
で
中
止
に

な
っ
た
が
、
今
年
は
ど
う
す

る
の
か
。

答　
災
害
か
ら
の
復
旧
の
姿
を

見
て
も
ら
え
る
も
の
に
し
た

い
。
不
動
尊
公
園
周
辺
は
被

害
が
大
き
い
の
で
町
中
心
部

で
開
催
す
る
。

災
害
ご
み
の
早
期
処
理
を

問　
今
後
災
害
家
屋
の
解
体
で
、

更
に
大
量
の
ご
み
が
発
生
す

る
。
安
全
に
早
期
に
処
理
す

べ
き
だ
。

答　
今
後
４
０
０
棟
の
建
物
解

体
が
あ
る
と
見
て
い
る
。
業

者
委
託
す
る
が
、
分
別
の
徹

底
な
ど
を
念
頭
に
、
安
全
に

早
く
処
理
す
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

重
点
作
物
の
取
組
み
は

問　

園
芸
重
点
作
物
の
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
小
菊
、
苺
の

生
産
拡
大
に
ど
う
取
り
組
む

か
。

答　
Ｊ
Ａ
と
の
協
力
体
制
に
加

え
、
農
業
創
造
セ
ン
タ
ー
に

専
属
職
員
１
名
を
配
置
し
園

芸
技
術
指
導
に
更
に
力
を
入

れ
、
新
規
作
付
者
の
開
拓
も

行
う
。

　
　
町
の
顔
と
な
る
作
物
と
し

て
、
苺
の
「
に
こ
に
こ
ベ

リ
ー
」
を
推
進
し
生
産
拡
大

に
取
り
組
む
。

稲
作
減
収
対
策
は

問　
令
和
２
年
は
、
作
付
け
で

き
な
い
水
田
が
多
く
出
る
と

思
う
が
、
農
家
の
収
入
確
保

策
を
ど
う
進
め
る
考
え
か
。

答　
ど
う
し
て
も
作
付
け
で
き

な
い
水
田
が
出
る
と
見
る
。

　
　

収
入
減
を
少
し
で
も
カ

バ
ー
す
る
た
め
、
景
観
作
物

な
ど
を
転
作
助
成
対
象
と
す

る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

問　
こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
保
育
所
等
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
対
策
は
大
丈
夫
か
。

答　
子
ど
も
は
、
マ
ス
ク
を
ほ

ぼ
全
員
が
着
用
し
て
い
る
。

　
　

保
育
室
の
換
気
、
長
机
・

椅
子
等
の
消
毒
に
つ
い
て
は

徹
底
し
て
行
い
、
感
染
予
防

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

あ
ぶ
急
開
通
見
通
し
は

問　
阿
武
隈
急
行
線
の
一
部
が

不
通
と
な
っ
て
い
て
、
一
日

の
運
行
も
限
定
的
で
不
便
で

あ
る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
丸
森

−

槻
木
間
を
こ
れ
ま

で
の
ダ
イ
ヤ
に
戻
し
、
丸
森

−

富
野
間
に
つ
い
て
は
、
線

路
や
治
山
の
工
事
を
２
年
度

中
に
完
了
す
る
よ
う
努
め
た

い
。

再
編
統
合
１
年
で
出
来
る
か

問　
令
和
３
年
４
月
か
ら
新
小

学
校
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
に
再
編
統
合
作
業
を
進
め

る
と
し
て
い
る
が
、
１
年
の

短
い
期
間
で
出
来
る
の
か
。

答　
保
護
者
・
中
学
生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
住
民
か
ら
の
様
々

な
意
見
と
審
議
を
行
い
、
足

掛
け
４
年
が
経
過
し
た
。

　
　
丸
森
と
舘
矢
間
２
校
と
し

て
再
編
統
合
を
進
め
る
。

町
営
住
宅
再
建
を
早
急
に

問　
町
営
住
宅
、
災
害
公
営
住

宅
の
整
備
は
、
い
つ
の
完
成

を
目
指
し
て
取
り
組
む
の
か
。

答　
令
和
元
年
12
月
末
か
ら
仮

設
住
宅
へ
の
入
居
を
始
め
た
。

　
　
確
実
な
財
源
確
保
と
建
設

場
所
を
検
討
し
な
が
ら
、
令

和
３
年
12
月
末
を
目
標
に
、

現
在
進
め
て
い
る
。 復旧工事が進む、あぶくま駅周辺

こども園の給食時間：ちょっと離れてコロナ対策

総括質疑の中から取り上げました

明日につながるまちづくりを
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防
災
代
替
庁
舎
の
検
討
は

問　
町
政
懇
談
会
で
町
民
か
ら
、

防
災
代
替
庁
舎
や
防
災
セ
ン

タ
ー
設
置
の
質
問
が
あ
っ
た

が
、
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　
現
在
、
台
風
第
19
号
並
み

の
雨
で
も
町
中
心
部
が
浸
水

し
な
い
対
策
を
検
討
し
て
い

る
の
で
、
役
場
庁
舎
の
移
転

は
な
い
が
、
代
替
機
能
場
所

は
必
要
な
の
で
防
災
計
画
の

見
直
し
の
中
で
検
討
す
る
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
復
興

問　
在
宅
被
災
者
を
含
め
て
、

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

答　
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

の
職
員
を
５
名
配
置
す
る
と

と
も
に
、
応
援
の
保
健
師
や

支
援
員
の
訪
問
活
動
で
心
身

の
健
康
維
持
を
図
っ
て
い
く
。

道
路
の
復
旧
・
復
興
は

問　
丸
森
霊
山
線
の
復
旧
工
事

の
現
状
と
開
通
の
見
通
し
に

つ
い
て
。

答　
仮
復
旧
工
事
で
通
れ
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
沢

の
崩
落
箇
所
が
多
く
落
石
の

危
険
が
あ
り
、
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
。
開
通
の
見
通

し
は
未
だ
な
い
。

復
興
支
援
型
協
力
隊
と
は

問　
台
風
被
害
か
ら
の
早
期
復

旧
に
向
け
て
、
新
年
度
か
ら

導
入
す
る
復
興
支
援
型
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
は
な
に
か
。

答　
台
風
後
は
、
多
数
の
人
達

の
協
力
を
得
て
復
旧
を
す
す

め
て
き
た
。
今
後
も
マ
ン
パ

ワ
ー
が
必
要
な
た
め
、
復
興

に
役
立
ち
た
い
と
思
う
町
外

の
方
を
、
復
興
支
援
型
隊
員

と
し
て
７
名
募
集
す
る
。

豪雨で浸水した役場周辺

仮復旧が終了した丸森霊山線

明日につながるまちづくりを
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ふ
る
さ
と
の
再
生
を

進
め
よ
う

令和２年度各種会計予算に関する要望

復旧作業を行うボランティアの皆さん（不動尊公園キャンプ場）

①　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
復
旧
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
安
定

財
源
確
保
と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
。

②　
人
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
防
災
計
画
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

改
訂
を
行
い
、
確
実
な
町
民
へ
の
浸
透
で
非
常
時
の
素
早
い
行
動

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

③　
阿
武
隈
急
行
が
公
共
交
通
機
関
と
し
て
果
た
す
役
割
は
将
来
に

お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。
復
旧
に
時
間
を
要
し
て
も
全
線
開
通
に

努
め
る
こ
と
。

④　
丸
森
病
院
の
一
般
・
地
域
包
括
ケ
ア
・
療
養
病
床
の
役
割
を
最

大
に
活
か
し
て
、
町
民
の
健
康
増
進
と
経
営
の
安
定
に
つ
な
げ
る

こ
と
。

⑤　
復
旧
復
興
は
生
活
再
建
を
急
ぎ
、
人
口
が
減
少
し
な
い
よ
う
最

善
を
尽
く
す
こ
と
。

⑥　
被
災
農
業
者
が
早
期
に
営
農
再
開
で
き
る
よ
う
、
農
地
の
再
生

や
各
種
支
援
策
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

⑦　
商
工
業
や
観
光
施
設
の
早
期
復
旧
復
興
を
図
り
、
活
力
の
再
生

と
雇
用
維
持
に
努
め
る
こ
と
。　
　

⑧　
内
水
対
策
の
強
化
を
図
り
、
安
全
安
心
な
住
ま
い
の
確
保
に
早

期
に
取
り
組
む
こ
と
。

⑨　
小
学
校
の
再
編
統
合
に
向
け
て
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
理

解
を
得
て
進
め
る
こ
と
。

所
管
事
務
調
査
、
予
算
審
査
で
出
た
議
員
の
意
見
を
ま
と
め
、

９
項
目
を
町
長
に
要
望
し
ま
し
た
。

まちづくりへの要望
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令
和
元
年
台
風
第
19
号

災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
の
活
動
報
告

丸
森
病
院

・
病
院
施
設
・
機
器
の
復
旧
計

画
総
務
課

・
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
の
推

進
保
健
福
祉
課

・
応
急
仮
設
入
居
者
の
心
身
の

ケ
ア

企
画
財
政
課

・
災
害
復
旧
財
源
の
見
通
し

災
害
廃
棄
物
対
策
室
、
町
民
税

務
課

・
災
害
廃
棄
物
処
理
の
推
進

商
工
観
光
課

・
観
光
施
設
の
復
旧
状
況

　

現
地
調
査
（
不
動
尊
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
）

・
台
風
第
19
号
に
よ
る
被
災
後

の
商
工
業
の
現
状
と
課
題

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

・
復
旧
・
復
興
計
画
策
定
ま
で
、

被
災
し
た
児
童
生
徒
の
心
の

ケ
ア
策
及
び
町
外
へ
避
難
し

通
学
し
て
い
る
学
年
別
状
況

・
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み

建
設
課

・
台
風
第
19
号
に
よ
る
災
害
復

旧
状
況
と
課
題

・
丸
森
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
機
能

回
復
状
況
と
内
水
対
策

・
被
災
住
宅
応
急
修
理
の
取
り

組
み

農
林
課

・
被
災
農
家
等
営
農
再
開
対
策

・
有
害
鳥
獣
解
体
処
理
施
設
整

備
の
今
後
の
進
め
方

・
契
約
期
間
経
過
の
分
収
造
林

の
処
理
状
況

産
建
教
育
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

３
月
定
例
会
前
に
、
常
任
委
員
会
で
各
課
の
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
か
ら
今
年
３
月
末

ま
で
に
８
回
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
積
極
的
な
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
12
月
20
日
委
員
会
設
置
後
の

23
日
に
は
被
災
箇
所
の
現
地
調

査
を
行
い
、
年
明
け
の
１
月
10

日
に
は
国
会
議
員
や
国
土
交
通

省
等
に
、
１
月
24
日
に
は
宮
城

県
議
会
議
長
及
び
県
知
事
に
対

し
て
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
西
村
明
宏
衆
議
院
議
員
や
秋

葉
賢
也
衆
議
院
議
員
等
か
ら
は
、

早
期
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
す
と
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
佐
野
県
副
知
事
か
ら
は
、
県

と
し
て
も
一
日
も
早
い
復
旧
に

向
け
て
鋭
意
取
り
組
み
、
必
要

な
財
源
措
置
を
国
に
要
望
し
て

い
く
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
復
旧
・
復
興
の

見
通
し
の
調
査
な
ど
、
昨
年
12

月
に
「
丸
森
町
復
旧
・
復
興
基

本
方
針
」
を
策
定
し
、
２
月
に

は
「（
仮
称
）
丸
森
町
復
旧
・

復
興
計
画
（
素
案
）」
に
よ
り

基
本
施
策
が
示
さ
れ
、
３
月
末

に
は
「（
仮
称
）
丸
森
町
復
旧・

復
興
計
画
（
中
間
案
）」
に
よ

り
具
体
的
な
事
業
が
示
さ
れ
、

委
員
会
の
中
で
活
発
な
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
６
月
ま
で
に
復
旧
・

復
興
計
画
の
最
終
版
が
策
定
さ

れ
る
予
定
で
す
の
で
、
委
員
会

と
し
て
も
引
き
続
き
調
査
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。復旧・復興に関する要望活動を行いました
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議 案 一 覧

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について
議案第７号 丸森町行政運営推進委員会の設置に関する条例制定について
議案第８号 丸森町ふるさと応援基金条例制定について
議案第９号 丸森町環境と再生可能エネルギー発電設備設置事業との調和に関する条例制定について
議案第10号 丸森町職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例制定について
議案第11号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第12号 令和元年台風第19号により被災した被保険者に係る国民健康保険税の減免に関する条例の

一部を改正する条例制定について
議案第13号 令和元年台風第19号により被災した被保険者に係る介護保険料の減免に関する条例の一部

を改正する条例制定について
議案第14号 丸森町敬老祝金条例の一部を改正する条例制定について
議案第15号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第16号 丸森町消防団員の定員、任免、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第17号 丸森町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について
議案第18号 丸森町監査委員条例等の一部を改正する条例制定について
議案第19号 丸森町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第20号 岩沼市外一市三町水道水質検査協議会を組織する地方公共団体の数の増加及び岩沼市外一市

三町水道水質検査協議会規約の変更について
議案第21号 丸森町児童館の指定管理者の指定について
議案第22号 黒佐野堆肥センターの指定管理者の指定について
議案第23号 不動尊クラインガルテンの指定管理者の指定について
議案第24号 筆甫クラインガルテンの指定管理者の指定について
議案第25号 丸森町筆甫そば打ち体験館の指定管理者の指定について
議案第26号 令和２年度丸森町一般会計予算
議案第27号 令和２年度丸森町国民健康保険特別会計予算
議案第28号 令和２年度丸森町後期高齢者医療特別会計予算
議案第29号 令和２年度丸森町介護保険特別会計予算
議案第30号 令和２年度丸森町宅地造成事業特別会計予算
議案第31号 令和２年度丸森町公共下水道事業特別会計予算
議案第32号 令和２年度丸森町工場団地造成事業特別会計予算
議案第33号 令和２年度丸森町農業集落排水事業特別会計予算
議案第34号 令和２年度丸森町病院事業会計予算
議案第35号 令和２年度丸森町水道事業会計予算
発議第１号 令和２年度丸森町各種会計予算に関する要望決議
議案第36号 工事請負契約の締結について
議案第37号 工事請負契約の締結について
議案第38号 令和元年度丸森町一般会計補正予算（第10号）
議案第39号 令和元年度丸森町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
議案第40号 令和元年度丸森町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
議案第41号 令和元年度丸森町介護保険特別会計補正予算（第４号）
議案第42号 令和元年度丸森町宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）
議案第43号 令和元年度丸森町公共下水道事業特別会計補正予算（第６号）
議案第44号 令和元年度丸森町農業集落排水事業特別会計補正予算（第６号）
議案第45号 令和元年度丸森町病院事業会計補正予算（第３号）

令和２年		第２回議会定例会

３月議会では、すべての
議案を全員賛成により可決しました。
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一般質問とは、町に対して事務の執行状況や
将来に向けての考えをただすものです。

今回は8人の議員が質問しました。

一　般　質　問

町政を問う

頁 議　　　　員 質　問　事　項

16 一　條　　　己　議員 ●三世代のチャレンジ

17 山　本　明　德　議員 ●働き方改革と再編統合は

18 鈴　木　美智子　議員 ●福祉避難所の取り組みは

19 一　條　　　功　議員 ●被害者を出さない町に

20 宮　本　昭　雄　議員 ●災害に強い町づくりを

21 船　山　俊　一　議員 ●被災者支援の取り組みは

22 金　森　裕　之　議員 ●災害復旧の見通しは

23 板　橋　　　勇　議員 ●丸森病院の今後は

15



復旧・復興基本方針をテーマにしたまちづくり懇談会（丸森地区）

問
①
５
年
、
10
年
後
ま
で
の
復

旧
・
復
興
計
画
を
進
め
、
検
証

見
直
し
を
毎
年
繰
り
返
す
の
は
、

次
世
代
の
仕
事
に
な
る
。
将
来
、

町
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
だ
ろ
う

若
者
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
盛

り
込
む
の
か
。

答
①
計
画
の
策
定
に
若
者
を
中

心
と
し
た
職
員
の
想
い
を
寄
せ

て
も
ら
っ
た
。
中
間
案
の
策
定

後
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
や
、
Ｊ
Ａ
、
商
工
会
青

年
部
等
の
意
見
を
聞
く
機
会
を

設
け
て
反
映
さ
せ
る
。

問
②
小
学
生
以
下
の
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
が
必
要
で

あ
る
。
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
②
２
つ
の
こ
ど
も
園
の
開
放
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
公
園

等
の
活
用
を
進
め
る
。

問
③
台
風
第
19
号
に
よ
る
被
災

は
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
か
。

答
③
教
育
長
こ
れ
か
ら
、
全
国

各
地
で
様
々
な
災
害
が
発
生
し

た
時
、
自
分
た
ち
で
何
が
で
き

る
か
と
、
自
ら
考
え
行
動
を
起

こ
す
気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
る
。

問
④
外
国
語
の
教
科
化
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
導
入
は
、

小
規
模
校
の
丸
森
の
子
ど
も
た

ち
に
は
有
利
で
あ
る
。
子
ど
も

の
新
し
い
能
力
と
小
さ
な
町
の

教
育
の
評
価
を
高
め
る
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。
町
内
に
は
外
国
語

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
長
け
て

い
る
会
社
や
学
校
が
あ
る
。
そ

れ
ら
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た

教
育
の
取
り
組
み
を
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
④
教
育
長
提
案
の
よ
う
に
地

域
の
人
材
を
活
用
し
、
児
童
た

ち
の
学
習
効
果
を
高
め
る
方
策

を
検
討
す
る
。

問
⑤
本
町
の
教
員
の
仕
事
量
は

過
剰
か
。

答
⑤
教
育
長
本
年
４
月
か
ら
の

時
間
外
勤
務
は
、
１
か
月
あ
た

り
45
時
間
、
１
年
間
で
は
３
６

０
時
間
が
上
限
と
な
る
。
町
で

は
長
時
間
労
働
対
策
と
し
て
、

毎
月
校
長
か
ら
報
告
を
受
け
面

接
を
し
て
、
産
業
医
に
よ
る
指

導
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

外
国
語
・
理
科
へ
の
専
門
教
員

や
複
式
学
級
や
特
別
支
援
教
室

に
教
員
補
助
者
の
配
置
を
し
、

時
間
外
を
解
消
し
つ
つ
、
引
き

続
き
教
育
の
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

三世代のチャレンジ
町長 多様な世代の将来像を

一
い ち

條
じょう

　　己
おさむ

 議員

一
般
質
問 

■ 

一
條　
己 

議
員
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明日への旅立ち（舘矢間小学校）

問
①
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
教

員
の
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
者

数
の
増
大
や
過
労
死
が
増
加
し

て
い
る
。
心
身
と
も
に
健
康
で

子
ど
も
た
ち
の
前
に
立
つ
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

と
っ
て
も
極
め
て
大
切
な
課
題

で
あ
る
。
長
時
間
労
働
の
原
因

は
何
か
。
そ
し
て
、
働
き
方
改

革
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
①
勤
務
時
間
が
長
時
間
化
し

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
総
授

業
時
間
数
の
増
加
と
中
学
校
に

お
け
る
部
活
動
時
間
の
増
加
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
小
学

校
に
お
い
て
は
、
外
国
語
や
理

科
を
受
け
持
つ
専
科
教
員
を
配

置
し
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、

部
活
指
導
員
の
活
用
を
行
い
、

本
来
の
業
務
で
あ
る
授
業
創
り

に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
取
り
組
め

る
環
境
を
作
っ
て
い
く
。

問
②
学
校
を
繁
忙
期
と
閑
散
期

に
分
け
、
教
員
の
勤
務
時
間
を

年
間
を
通
じ
て
調
整
し
て
い
く

と
い
う
「
変
形
労
働
時
間
制
」

の
導
入
は
、
教
員
の
長
時
間
労

働
を
助
長
す
る
制
度
で
あ
り
学

校
に
は
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答
②
教
員
が
健
康
で
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
勤
務
時
間
の

管
理
に
努
め
、
教
員
一
人
一
人

の
実
情
に
合
わ
せ
て
適
用
し
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
画
一
的
に

導
入
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

問
③
小
学
校
の
再
編
統
合
に
つ

い
て
は
、
３
月
２
日
の
総
合
教

育
会
議
で
、
２
校
に
再
編
統
合

す
る
案
と
な
っ
た
。

　
過
小
規
模
校
で
は
、
子
ど
も

の
教
育
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
面

が
大
き
い
の
か
。　

答
③
考
え
を
深
め
人
間
関
係
を

構
築
し
て
い
く
経
験
が
希
薄
に

な
っ
て
い
く
可
能
性
が
高
く
、

問
題
が
大
き
い
。

問
④
保
護
者
を
含
め
た
地
域
住

民
と
の
話
し
合
い
を
徹
底
し
て

継
続
し
、
納
得
を
得
て
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
④
町
長
こ
れ
ま
で
検
討
い
た

だ
い
た
各
委
員
会
の
報
告
や
提

言
を
尊
重
し
、
そ
の
方
針
を

も
っ
て
各
地
区
の
説
明
会
に
臨

み
再
編
統
合
へ
の
理
解
を
求
め

て
い
く
。

働き方改革と再編統合は
児童生徒の教育を第一に教育長

山
や ま

本
も と

　明
あ き

德
の り

 議員

一
般
質
問 

■ 

山
本　
明
德 

議
員
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障害者グループホーム建設予定地（旧舘矢間保育所跡地）

問
①
丸
森
病
院
で
医
療
を
要
す

る
在
宅
か
ら
の
避
難
者
の
受
け

入
れ
が
出
来
な
い
場
合
は
、
他

院
へ
の
受
け
入
れ
や
避
難
所
へ

の
医
師
及
び
看
護
師
の
訪
問
な

ど
の
体
制
を
構
築
す
べ
き
と
思

う
が
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
を
問
う
。

答
①
県
及
び
日
赤
救
護
班
へ
応

援
を
要
請
し
、
県
の
救
護
班
に

町
の
救
護
班
が
包
含
さ
れ
る
形

で
医
療
救
護
活
動
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
避
難
所
で
の
医
師
の
活
動
は

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
と
協
議

し
な
が
ら
判
断
し
、
看
護
師
は

各
避
難
所
を
巡
回
し
て
被
災
者

の
様
子
を
確
認
す
る
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
同

様
の
活
動
を
実
施
す
る
。

問
②
災
害
時
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、
施

設
と
介
護
支
援
専
門
員
と
連
携

し
て
円
滑
な
緊
急
受
け
入
れ
に

つ
な
げ
る
役
割
を
担
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
み
福

祉
避
難
所
を
確
保
す
る
の
か
。

答
②
緊
急
時
の
対
応
は
迅
速
か

つ
適
正
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
災
害
発
生
直
後
か

ら
実
施
す
べ
き
取
り
組
み
に
つ

い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
べ
き
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
関
係
機

関
と
連
携
し
体
制
を
整
備
す
る
。

　
複
数
の
福
祉
避
難
所
の
事
前

指
定
や
、
福
祉
用
品
提
供
の
協

定
を
締
結
す
る
な
ど
、
福
祉
避

難
所
の
確
保
に
努
め
る
。

問
③
自
閉
症
な
ど
の
障
害
を
有

し
集
団
生
活
が
困
難
な
方
の
避

難
所
の
確
保
が
難
し
い
と
見
る
。

　
町
外
の
施
設
や
、
み
ず
き
の

里
の
２
階
と
建
設
予
定
の
障
害

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
避
難
所

整
備
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
③
計
画
さ
れ
て
い
る
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
災
害
発

生
時
に
一
時
的
に
避
難
所
と
し

て
活
用
す
る
ホ
ー
ル
を
設
置
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
だ
け
で
は
十
分
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
提
案
内
容
も
参

考
に
避
難
所
の
確
保
策
を
検
討

す
る
。

福祉避難所の取り組みは
町長 避難所確保に努める

鈴
す ず

木
き

美
み

智
ち

子
こ

 議員

一
般
質
問 

■ 

鈴
木
美
智
子 

議
員
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届けたい、逃げろの声（防災スピーカー）

　
台
風
第
19
号
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
が

こ
れ
を
教
訓
に
復
旧
・
復
興
を

遂
げ
る
た
め
に
は
、
全
町
を
挙

げ
て
、
覚
悟
を
持
っ
て
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
又
、
再
び
大
き
な
災
害
が
起

き
な
い
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
で
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
町
長
に
問
う
。

問
①
「
町
民
に
伝
え
る
」
手
段

や
方
法
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
、

避
難
情
報
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

町
民
を
守
る
の
か
。

答
①
安
全
安
心
メ
ー
ル
や
エ
リ

ア
メ
ー
ル
で
避
難
情
報
を
送
信
、

県
総
合
防
災
情
報
に
よ
る
テ
レ

ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
の
お
知
ら
せ
や

消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
の
呼

び
か
け
を
し
た
が
、
避
難
率
は

数
％
に
留
ま
っ
た
。

　
台
風
第
19
号
災
害
検
証
委
員

会
で
「
避
難
情
報
の
伝
達
」
や

「
避
難
誘
導
」な
ど
を
検
証
す
る
。

問
②
自
主
防
災
組
織
活
動
を
指

導
強
化
し
て
共
助
を
進
め
る
べ

き
だ
が
考
え
は
ど
う
か
。

答
②
今
回
の
災
害
に
よ
り
、
役

割
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。

　
有
事
の
際
に
防
災
・
減
災
に

実
効
性
の
高
い
組
織
と
な
る
よ

う
積
極
的
な
支
援
を
図
り
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
。

問
③
地
域
防
災
計
画
の
風
水
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
で
、
予
防

対
策
を
示
し
て
い
る
が
事
業
評

価
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答
③
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い

国
、
県
と
連
携
し
て
、
よ
り
効

果
的
な
予
防
対
策
を
講
じ
る
。

問
④
町
民
を
守
る
施
策
と
し
て

施
設
だ
け
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い

災
害
は
必
ず
発
生
す
る
と
の
考

え
に
立
ち
、タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
防

災
行
動
計
画
）
を
設
定
し
、
町

民
か
ら
被
害
者
を
出
さ
な
い
よ

う
備
え
を
す
る
べ
き
だ
が
ど
う

考
え
る
か
。

答
④
防
災
上
有
益
な
手
段
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
そ
の
設
定
と
普
及
推

進
を
図
る
。

被害者を出さない町に

一
い ち

條
じょう

　　功
いさお

 議員

一
般
質
問 

■ 

一
條　
功 

議
員

町長 予防策を講じる
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農地復興に向け第一歩

宮
み や

本
も と

　昭
し ょ う お

雄 議員

一
般
質
問 

■ 

宮
本　
昭
雄 

議
員

　
町
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
の
早
期
実
現
に
向
け
、
確
か

な
復
興
と
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
へ
の
姿
勢
を
問
う
。

問
①
防
災
力
を
高
め
る
改
良
復

旧
を
進
め
る
べ
き
だ
。

答
①
今
度
の
災
害
に
は
、
国
補

助
の
災
害
復
旧
事
業
で
取
り
組

む
が
、
原
形
復
旧
が
基
本
で
あ

る
。

　
特
別
な
対
策
が
必
要
な
個
所

は
、
強
靭
化
の
考
え
を
取
り
入

れ
て
復
旧
し
た
い
。

問
②
今
度
の
災
害
は
、
大
雨
に

よ
る
異
常
な
出
水
と
土
石
流
の

複
合
的
現
象
が
特
徴
の
災
害
だ
。

　

河
川
堤
防
強
化
と
砂
防
ダ

ム
・
治
山
事
業
も
組
み
合
わ
せ

て
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

答
②
越
水
し
た
箇
所
は
今
回
の

水
位
を
踏
ま
え
た
、
防
災
・
減

災
の
視
点
で
復
旧
を
進
め
る
。

　
砂
防
事
業
と
丸
森
地
区
県
管

理
河
川
の
河
床
掘
削
、
堤
防
増

強
な
ど
の
工
事
は
国
直
轄
災
害

復
旧
と
し
て
行
わ
れ
る
。

　
更
に
、
治
山
対
策
も
国
と
県

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問
③
特
に
圃
場
整
備
区
域
の
復

旧
は
、
町
や
土
地
改
良
区
・
地

元
と
の
役
割
分
担
を
し
っ
か
り

話
し
合
い
、
進
め
る
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
③
農
地
や
水
路
等
の
復
旧
に

は
、
相
当
な
期
間
を
要
す
る
と

考
え
て
い
る
。

　
高
度
な
技
術
が
必
要
な
復
旧

は
県
で
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
作
付
け
を
目

指
し
、
応
急
工
事
も
す
で
に

行
っ
て
い
る
。
軽
微
な
被
害
は

土
地
改
良
区
や
地
元
と
も
連
携

し
、
役
割
を
分
担
し
て
進
め
た

い
。

問
④
雉
子
尾
川
・
伊
手
川
の
洪

水
に
よ
る
大
内
・
金
山
・
小
斎

の
被
害
も
甚
大
だ
。
堤
防
工
事

や
河
川
土
砂
撤
去
も
早
期
の
対

応
が
必
要
だ
。
ま
た
町
が
管
理

す
る
河
川
も
被
害
が
大
き
い
。

答
④
同
河
川
の
対
応
も
喫
緊
の

課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　
県
で
の
災
害
復
旧
事
業
と
と

も
に
、
無
堤
防
箇
所
の
築
堤
も

実
施
さ
れ
る
。

　
県
と
協
議
を
重
ね
、
再
び
災

害
が
起
こ
ら
な
い
早
期
の
整
備

を
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

　
町
管
理
の
川
も
災
害
復
旧
と

適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

災害に強い町づくりを
町長 防災減災の復旧を推進
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船
ふ な

山
や ま

　俊
しゅんいち

一 議員

一
般
質
問 

■ 

船
山　
俊
一 

議
員

　
被
災
し
た
町
民
の
方
々
が
生

活
再
建
に
向
け
て
、
安
心
し
た

日
常
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
孤

立
を
防
ぐ
た
め
の
見
守
り
支
援

や
生
活
上
の
相
談
支
援
、
及
び

交
流
機
会
の
提
供
な
ど
、
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
観
点
か
ら
町
長
に
問
う
。

問
①
生
活
支
援
相
談
員
ら
が
、

被
災
者
か
ら
受
け
た
様
々
な
困

り
ご
と
や
課
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、
民
生
委
員
や
行
政
区
長
、

専
門
機
関
等
と
の
連
携
は
必
要

で
は
な
い
か
。

答
①
被
災
者
の
生
活
再
建
を
目

指
し
て
、
地
域
支
え
合
い
業
務

に
も
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
、

民
生
委
員
等
と
の
情
報
共
有
や

連
携
を
図
り
、
併
せ
て
専
門
性

の
高
い
相
談
等
に
対
し
て
は
、

県
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
協
会
な
ど

と
も
連
携
を
し
、
被
災
者
支
援

に
あ
た
っ
て
い
く
。

問
②
復
旧
・
復
興
基
本
方
針
の

基
本
理
念
に
掲
げ
た
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
ま

ち
の
創
造
」。
そ
の
実
現
を
目

指
し
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
へ

の
、
今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

答
②
住
宅
再
建
に
向
け
て
は
、

復
旧
・
復
興
計
画
（
素
案
）
の

基
本
施
策
と
し
て
、「
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
ま

い
の
再
建
」
に
取
り
組
む
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
住
宅
再
建
の
意
向

や
各
種
要
望
な
ど
、
被
災
し
た

町
民
の
声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾

け
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問
③
自
宅
以
外
の
店
舗
や
事
務

所
が
、
被
害
を
受
け
た
事
業
者

に
対
し
て
も
、
町
独
自
の
財
政

支
援
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
③
庁
舎
内
で
し
っ
か
り
と
検

討
し
な
が
ら
、
対
応
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問
④
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
、

並
び
に
町
営
住
宅
の
再
建
に
関

し
て
、
早
急
な
整
備
に
向
け
た

町
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
④
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

県
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、

３
月
中
に
は
基
本
的
な
方
針
を

決
め
て
い
き
た
い
。

被災者支援の取り組みは

被災者の見守り活動を行う生活支援相談員（花田仮設団地）

町長 生活再建に向け支援する
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仮復旧が完了した石羽浄水場の取水口（筆甫鷲ノ平地区）

金
か な

森
も り

　裕
ひ ろ

之
ゆ き

 議員

一
般
質
問 

■ 

金
森　
裕
之 

議
員

　
昨
年
10
月
の
台
風
第
19
号
の

記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
町
内

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
始
め
、
国

道
３
４
９
号
、
県
道
丸
森
・
霊

山
線
、
町
林
道
そ
し
て
農
地
な

ど
、
私
達
の
生
活
に
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。
今
も
な
お
そ
の

爪
痕
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

今
後
の
復
旧
の
見
通
し
を
問
う
。

問
①
国
道
３
４
９
号
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
の
丸
森
地
区

防
災
対
策
技
術
検
討
会
に
お
い

て
、
山
側
へ
の
ル
ー
ト
変
更
案

が
示
さ
れ
た
。

　
今
後
工
事
に
伴
う
住
民
の
交

通
へ
の
影
響
な
ど
が
心
配
さ
れ

る
。
ま
た
、
町
と
し
て
住
民
説

明
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答
①
住
民
説
明
会
や
意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
改
良
計
画
に
地

権
者
等
の
要
望
を
反
映
さ
せ
る

よ
う
国
や
県
な
ど
に
働
き
か
け

て
い
く
。

問
②
大
雨
の
影
響
に
よ
り
破
損

し
た
町
内
の
水
道
設
備
、
給
水

施
設
だ
が
、
安
定
的
に
町
内
に

供
給
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
台
風
な
ど
の
大

雨
に
よ
っ
て
破
損
、
供
給
停
止

が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
対
策

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
②
本
町
に
は
３
カ
所
の
浄
水

場
が
あ
り
、
９
８
２
１
人
に
水

道
水
を
供
給
し
て
い
る
。
い
ず

れ
の
浄
水
場
取
水
口
も
、
各
所

の
送
配
水
管
も
被
災
し
、
断
水

と
な
っ
た
。
現
在
、
取
水
口
に

つ
い
て
は
仮
復
旧
が
完
了
し
、

送
配
水
管
の
本
復
旧
は
令
和
２

年
度
内
に
工
事
完
了
の
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
角
田
と
相
互
応

援
給
水
体
制
の
構
築
を
検
討
す

る
。

問
③
被
災
し
た
農
地
、
農
業
用

水
路
の
復
旧
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
が
、
い
ま
だ
に
多
く
の
が

れ
き
等
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。
営
農
再
開
が
待
ち
遠
し
い

中
、
農
地
、
水
路
の
復
旧
の
見

通
し
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答
③
現
時
点
で
復
旧
の
見
通
し

が
た
っ
て
い
な
い
。
一
日
で
も

早
く
作
付
け
が
で
き
る
よ
う
、

国
、
県
に
強
く
要
望
し
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

災害復旧の見通しは
町長 復興に全力で取り組む
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板
い た

橋
ば し

　　勇
いさむ

 議員

一
般
質
問 

■ 

板
橋　
勇 

議
員

床上浸水で壊れ、新しく購入した血液検査装置

町長 包括ケア病床を導入
　
台
風
第
19
号
の
被
害
に
よ
り

丸
森
病
院
の
経
営
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
経
営
支
援

が
必
要
と
考
え
る
の
で
問
う
。

問
①
丸
森
病
院
が
あ
る
こ
と
に

よ
り
町
の
基
準
財
政
需
要
額
と

し
て
地
方
交
付
税
に
い
く
ら
算

入
さ
れ
て
い
る
か
。
１
億
と
も
、

１
億
８
０
０
０
万
円
と
も
言
わ

れ
て
い
る
が
、
町
財
政
当
局
が

捉
え
て
い
る
金
額
を
問
う
。

答
①
病
院
に
関
す
る
地
方
交
付

税
は
、
主
に
病
床
数
や
起
債
の

元
利
償
還
金
な
ど
に
よ
り
、
基

準
財
政
需
要
額
に
積
算
さ
れ
る
。

令
和
元
年
度
は
２
億
１
０
０
０

万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

問
②
今
年
度
の
特
別
地
方
交
付

税
は
10
億
円
以
上
多
い
。
病
院

は
台
風
被
害
に
よ
り
純
損
失
３

億
円
が
予
想
さ
れ
る
。
億
単
位

の
経
営
支
援
を
す
べ
き
だ
。

答
②
休
診
や
医
療
機
器
被
害
で

の
収
支
の
悪
化
に
よ
り
、
令
和

２
年
度
の
予
算
に
繰
出
金
４
億

２
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。

問
③
昨
年
９
月
26
日
、
厚
生
労

働
省
は
診
療
実
績
が
低
い
公
的

病
院
の
再
編
が
必
要
な
病
院
を

公
表
し
た
が
、
丸
森
病
院
も
対

象
と
な
っ
た
。
丸
森
病
院
は
必

要
で
あ
り
、
現
状
維
持
の
診
療

体
制
を
多
く
の
町
民
が
望
ん
で

い
る
。

　
公
表
基
準
の
中
に
「
救
急
医

療
等
の
９
項
目
の
診
療
実
績
が

乏
し
い
」「
近
く
に
類
似
の
医

療
機
関
が
あ
る
」
と
あ
る
。
丸

森
病
院
が
該
当
し
た
基
準
と
今

後
の
対
応
を
問
う
。

答
③
「
医
療
実
績
が
特
に
少
な

い
」
診
療
項
目
は
が
ん
、
心
疾

患
、
脳
卒
中
、
救
急
、
小
児
、

周
産
期
、
災
害
、
へ
き
地
、
研

修
・
派
遣
機
能
の
９
項
目
全
て

に
該
当
。「
類
似
か
つ
近
接
す

る
医
療
機
関
あ
り
」
は
が
ん
か

ら
周
産
期
ま
で
の
６
項
目
。

　
今
後
は
一
般
病
床
55
床
の
う

ち
38
床
に
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う

回
復
期
病
床
で
あ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
」
を
導
入
し
収
益

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

丸森病院の今後は
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紙	

の	

こ	

と	

ば

　
４
月
６
日
、
小
斎
地
区
で
50

ha
の
稲
作
経
営
を
行
う
、
大
内

喜
一
郎
さ
ん
喜
博
さ
ん
親
子
の

種
ま
き
作
業
の
様
子
を
撮
影
し

ま
し
た
。

　
大
内
さ
ん
は
、
昨
年
10
月
の

台
風
第
19
号
で
、
農
業
機
械
・

精
米
施
設
・
出
荷
直
前
の
米
と

自
宅
・
販
路
ま
で
、
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

国
県
や
町
の
支
援
も
あ
り
、
稲

作
の
再
開
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　
今
年
も
数
回
に
分
け
て
、
昨

年
と
ほ
ぼ
同
じ
６
５
０
０
枚
の

種
ま
き
を
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
順
調
な
稔
り
の
秋
と
、
本
町

の
水
田
農
業
の
復
活
を
切
望
す

る
ば
か
り
で
す
。

（
大
槻
正
儀　
委
員
長
）

目  

黒  　

  

壮た
け
し 

さ
ん

筆
甫
地
区

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
議
員
が
住
民
宅
を
訪

問
し
て
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
ご
意

見
を
う
か
が
う
企
画
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

Ｑ　
筆
甫
に
帰
郷
し
た
理
由
は
。

Ａ　
酪
農
を
営
む
両
親
が
、
平
成
26
年
２
月

の
大
雪
で
牛
舎
が
全
壊
し
て
し
ま
い
廃
業

を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
　
長
年
積
み
重
ね
て
来
た
も
の
が
無
く
な

る
の
は
忍
び
な
く
、
酪
農
を
継
ぐ
こ
と
を

決
意
し
た
か
ら
で
す
。

Ｑ　
帰
郷
し
て
ど
う
で
し
た
か
。

Ａ　
住
民
が
少
な
く
な
り
保
育
所
と
中
学
校

も
無
く
な
り
淋
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
顔

見
知
り
が
多
く
情
が
厚
く
て
付
き
合
い
が

深
く
、
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
目
指
す
暮
ら
し
と
酪
農
は
。

Ａ　
酪
農
は
自
分
の
頑
張
り
が
収
入
に
な
り

面
白
く
、
や
り
が
い
が
あ
り
、
子
ど
も
と

過
ご
す
時
間
が
多
く
満
足
し
て
い
ま
す
。

　
　
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
事
を
第
一
に
、

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
よ
う
酪

農
の
労
力
を
削
減
す
る
工
夫
を
し
た
い
。

Ｑ　
議
会
と
町
へ
の
要
望
は
。

Ａ　
筆
甫
は
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

来
る
人
が
多
く
な
る
期
待
が
あ
り
、
町
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
れ
ば
生
活
が
更
に

良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
そ
れ
は
道
路
で
つ
な
が
っ
て
行
く
と
思

い
ま
す
の
で
早
く
整
備
し
て
欲
し
い
で
す
。

　
御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
鈴
木
美
智
子　
副
委
員
長
）

道
路
整
備
で

筆
甫
は
更
に
良
く
な
る

丸 森 に 生 き る 7

お問い合わせ先	議会事務局まで	☎72–3038【直通】

※日程は変更になる場合があります。
※本会議の日程は、後日、町ホームページでお知ら
せいたします。
※新型コロナウィルス感染の状況により、傍聴を制
限する場合があります。

次の議会は、6月９日㈫午前
10時より開会予定です

令和２年度	第１回	議会懇談会のお知らせ

　議会懇談会は、例年５月に開催して
おりますが、今年度は新型コロナウイ
ルスの影響により開催時期を検討中で
すので、開催時期が決まり次第お知ら
せします。
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